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未来社会デザイン機構 講師　内 山　智 尋

教育と福祉の実践をどう結ぶか？

　2022年1月に東部サテライトの専任教員として着任
し、3年が過ぎました。この3年を振り返るとあっと
いう間ではありましたが、実に様々なことを経験させ
ていただきました。私は3年前までは JICA（国際協力
機構）の仕事で多くの時間を中国各地で過ごしてきま
した。医療保健、貧困対策、高齢化対策など様々なプ
ロジェクト活動に携わり、仕事をしながら大学院で地
域福祉を研究し、仕事（実践）と研究を行ったり来た
りしながらこれまで過ごしてきました。そして今、最
も地域社会に近い教育現場に身を置きながら、学校教
育や社会教育と福祉の実践をどのように統合し、相互
に関連づけることができるのかを考えています。
　これは、まさに私の研究分野である地域福祉におい
て、個人的な問題を地域の問題として捉え解決を目指
すと共に、その問題を発生させている地域社会を新た
な質の地域社会へと変革していく一連の取り組みに通
ずるものがあります。そして近年はさらに広義の福祉、
つまり全ての地域住民を対象にしたまちづくりを進め
るなかで、どのように多様な価値観を認め合いつなが
りを再生していけるか、といったことが大事になって
きています。個人の成長と社会の発展・成熟の2つが
うまく相互作用しながら、このプロセスにおいて地域
社会に文化が生まれ、価値観が育まれ、地域に「共感」
の素地が作られることを狙いとするわけですが、そこ
には様々な人たちが関わる「場」が必要になります。
　大学としてこのプロセスにどのように関われるか？
東部サテライトでは、「協働のパートナーを見つける
場」「学びの場」「情報を得る場・仲間に出会う場」と
いう3つの機能を果たすべく日々活動をしています。
公開講座や住民有志の学びの会、子ども向けの自然観
察会、ビジネス界の人たちの情報交換会、高校探究学

習サミットなど幅広い世代を対象に学び、交流の機会
をつくっています。
　そして、これからさらに伊豆半島における活動を活
発化するために、私は以下の2点の取り組みに期待し
たいです。1点目は学生が地域にもたらす力です。大
学として学生による地域活動に対しどこまで本腰を入
れて取り組めるかが問われていると思います。昨年イ
ンドネシアを訪問した際に、現地の大学で学生を50日
間地域に住み込みで活動させるという取り組みに衝撃
を受けました。様々な学部の学生がチームを作り、地
域課題解決のためにそれぞれの専門性を深めながら地
域に還元する作業を、事前学習、現地活動、フォロー
アップと長期間にわたり実践します。これと似たよう
な取り組みが静岡大学でもできないでしょうか？2点
目は、地域の教育力の充実に向けた大学教員の貢献で
す。伊豆半島は人口減少、高齢化の課題が県内でも特
に深刻な状況に直面している一方で、ユネスコ世界ジ
オパーク認定を受けた自然豊かな特徴ある地域でもあ
ります。この特性を活かしつつ、地域住民が学び合い、

松崎町でのふるさと絵屏風セミナーの様子
（昭和 2、30 年代の昔の松崎を絵屏風で再現する活動）
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2024年度静岡大学公開講座

　静岡大学では、地域社会に対し広く学習の機会を提
供することを目的として、1978（昭和53）年より公開
講座を実施しています。
　今年度の公開講座は、下の表のとおり4 月から3月
にかけて多岐にわたるテーマで実施しました。全体の
実施状況は以下の表のとおりです。
　今年度の実施結果をもとに、来年度以降の公開講座
のあり方に結びつけていきたいと思います。

　次年度の公開講座の情報
は地域人材育成・プロジェ
クト部門HPでご確認いた
だけます。

https://www.lc.shizuoka.ac.jp/

講座名 講師 日時 会場 対象
各日
定員

人数
(延べ) 受講料 主催

私のミカン
～ミカンの通年管理教室～
［全5回］

技術部技術専門員・成瀬博規
技術部技術専門職員・周藤美希

5/14、7/9、9/10、11/19、
2025年3/4
（いずれも火曜日）
13:30～15:30

農学部附属
地域フィールド
科学教育研究
センター

一般市民 10 50 11,000

子どもの「やってみたい！」を
支えるために：
遊びの中のリスクマネジメント

教育学部附属幼稚園園長　他
教育学部教授・村越 真　

6/5（水）
13:30～15:30

教育学部附属
幼稚園園庭
（雨天時：遊
戯室）

小学校就学前
の子どもの保
護者（満２～
４歳のお子様
の同伴可）

20 19 無料

虫！ 虫！ クワガタ！ カブトムシ！
［全4回］

農学部准教授・田上陽介
理学部助教・後藤寛貴
ＮＰＯ法人食用昆虫科学研究会・
佐伯真二郎

7/20  9:00～11:30、
7/27  10:00～12:30・
13:30～16:00、
8/3  13:30～16:30
（いずれも土曜日）

静岡キャンパス 小・中学生 12 36 無料

作って学ぶ、工学部の化学実験 工学部教授・植田一正
技術部技術専門員・草薙弘樹
技術部技術専門職員・早川敏弘

7/28（日）
13:00～16:00

浜松キャンパス 中学生・高校
生（保護者同
伴可）

20 15 無料

紅茶作りに挑戦しよう 農学部教授・稲垣栄洋
技術部技術専門員・西川浩二
技術部技術専門職員・成瀬和子

7/30（火）
13:30～16:00

農学部附属
地域フィールド
科学教育研究
センター

小学生とその
保護者、
一般市民

20 15 1,000

ゲノム解析の最前線へようこそ！
［全3回］

静岡共同利用機器センター特任助教・
兼崎 友
技術部技術職員・伊藤由希子
技術部技術職員・村野宏樹
静岡共同利用機器センター教授・
道羅英夫
技術部技術専門職員・森内良太

8/6（火）・7（水）
10:00～17:00、
9/28（土）
10:00～11:00

8/6、7は対面
（静岡キャン
パス）
9/28はオンライ
ン（Zoomミー
ティング）

静岡県内高校
生

12 33 無料

多彩な視点から学ぶ
伊豆半島の自然と社会
［全5回］

人文社会科学部准教授・横田宏樹
農学部助教・江草智弘
理学部教授・日下部 誠
理学部教授・塚越 哲
人文社会科学部教授・大原志麻

9/10（火）、10/8（火）、
11/19（火）、12/11（水）、
2025年2/18（火）
18:00～19:30

対面（東部サ
テライト）とオ
ンライン（Zoom
ミーティング）
の併用

一般市民 対面 
20

オンライン
90

対面 
55

オンライン
65

500

技

教

工

技

未

共

農

ふるさと教育のような活動を通して子供たちに豊かに
生きる知恵や技術を語り継いでいく、このプロセスに
教員が持続的にかかわれる仕組みを作る必要がありま
す。

　大学が教育と福祉をつなげる「場」となり、そこで
交わる学生や教員、地域の人たちがともに悩み考え、
よりよい状態をつくるために自分事として実践する覚
悟が今求められていると感じています。
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講座名 講師 日時 会場 対象
各日
定員

人数
(延べ) 受講料 主催

静岡大学キャンパスミュージアム
公開講座2024［全4回］

※10/26は都合により中止

静岡大学客員教授（ふじのくに地球環
境史ミュージアム教授）・岸本年郎
人文社会科学部教授・戸部 健
技術部・宮澤俊義
理学部教授・石橋秀巳

10/5・12・19・26
（いずれも土曜日）
10:00～12:00

静岡キャンパス 一般市民、学
生、小中高
生（中学生以
下は保護者同
伴）

20 10 1,200
（小中
高生は
無料）

ＡI時代の情報とメディア 情報学部教授・白井靖人
情報学部准教授・大木哲史
情報学部准教授・大本義正
情報学部講師・丸山友美

11/9（土）
10:30～12:00

浜松キャンパス 一般市民 70 55 無料

安心登山・アウトドア活動のた
めの読図とナヴィゲーションスキル
（初級編）

教育学部教授・村越 真
オリエンテーリング元日本代表選手・
小泉成行

12/8（日）
9:00～16:00

静岡市葵区
服織周辺
「山崎」バス停
付近

①・②の条件
を満たした方
①登山経験者
で平地3㎞、
山道4㎞程度
を無理なく歩
ける方
②YouTubeで
閲覧する事前
学習（予習
30分程度）が
可能な方

20 23 4,100

第5回　邦人作品の調べ 教育学部講師・服部慶子　他 2025年3/8（土）
14:00～16:00

静岡市葵生涯
学習センター
（アイセル21）

一般市民 100 59 無料

安心登山のための読図と
ナヴィゲーション（中級編）

教育学部教授・村越 真
オリエンテーリング元日本代表選手・
小泉成行

2025年3/8（土）
9:30～16:30

静岡市葵区
牧ケ谷北公園

下記①～③の
条件をすべて
満たした方
①過去に本学
開催の公開
講座の初級編
を受講した方
（安心登山の
ための地図と
地図アプリ活
用術 (初級編 )
を含む）、又
は地形図の基
礎知識がある
方
②登山経験者
で平地3km、
山道5㎞程度
を無理なく歩
ける方
③YouTubeに
よる事前学習
（予習60分
程度）が可能
な方

20 12 4,100

［主催欄凡例］

 教 ＝教育学部　情 ＝情報学部　工 ＝工学部　農 ＝農学部　 共 ＝静岡共同利用機器センター　キ ＝キャンパスミュージアム　

 未 ＝未来社会デザイン機構　 技 ＝技術部

キ

情

教

教

教



4

　静岡大学地域創造学環は、2016年4月にスタートし
た、従来の学部の枠組みを超えた新しい全学学士課程
横断型教育プログラムです。幅広い教養と高い専門知
識を身につけながら、地域（フィールド）に飛び出し、
より魅力的な地域社会の創造に取り組むことのできる
人材の育成を目指しています。
　
　地域創造学環のカリキュラムの柱となる「フィール
ドワーク」の授業では、地域と連携しながら、地域課
題の発見及びその解決に取り組み、最終年度である
2024年度後学期も、静岡県内13箇所において、14のテー
マのもとでフィールドワークを行いました。

　また、2023年度の活動をまとめた『フィールドワー
ク報告書』を、地域創造学環のホームページに掲載し
ています。2024年度の報告書も現在作成中です。完成
後はホームページでご紹介しますので、ぜひご覧くだ
さい。　

静岡大学 

地域創造学環ホームページ
https://www.srd.shizuoka.ac.jp

地域創造学環部門の下半期（10月～3月）事業報告

フィールド テーマ

静岡市　清水港周辺地域 清水港周辺地域が〝つながる″〝ひろがる″〝にぎわう″活動

静岡市　庵原地区 庵原地区の地域資源を活かした食・スポーツによる地域活性化

静岡市　おまち おまちを中心とした静岡市内のにぎわい創出

静岡市　浅間通り商店街 浅間通り商店街のにぎわい創出

焼津市　浜通り 地域住民と高校生との交流に基づいた地域づくり活動

浜松市　浜松文芸館 私のまちの文芸世界

浜松市　佐久間町 交流の輪づくり～新たな関係構築～

掛川市
田園空間博物館 南遠州とうもんの里 子どもたちを呼び込むための環境づくり

御前崎市 御前崎スポーツ振興プロジェクト
～スポーツによる交流人口の拡大と産業振興の推進～

松崎町 ①なまこ壁が残る松崎町商店街のにぎわい創出
②防災と観光の両立

東伊豆町 東伊豆町の新しい観光スタイルの発掘・創出プロジェクト

伊豆半島全域（ジオパーク） 地域づくりとジオパーク

多世代の居場所づくり 多世代の居場所づくりと防災教育の実践

【2024年度後学期フィールドとテーマ】
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　焼津市浜通り
　焼津・浜通りの活性化に向けた取り組みを検討する
際の参考事例として、水産庁による「海業振興モデル
地区」に認定された牧之原市・地頭方漁港の取り組み
について南駿河湾漁協の皆様にお話を伺いました。
　地頭方地域は、駿河湾と遠州灘を視野に入れた良い
漁場を有しながら、漁業の担い手が減少しており、ま
た防潮堤の改良工事によって地域内にあった市民プー
ルが閉鎖されるなど賑わいの拠点を失うなどの課題を
抱えている状況にありました。こうした状況の中で、
水産庁が提示した「海業」振興の取り組みに注目し、
申請してモデル地域に採択された経緯があるというこ
とでした。

　お話ではこれまでの取り組みの経緯とともに、現在
までの活動状況について伺いました。上述した課題を
抱えている地頭方地域ではありますが、漁港で年に3

回程度行うイベントではこれまでに多くの来場客が来
られていること、「海業」振興に向けた取り組みを支
える組織的体制が南駿河湾漁協の皆さんをベースとし
た体制から広がっていくタイミングにあることといっ
たお話を伺いました。現在進行形で取り組まれている
状況や、「海業」という新しい取り組みを進める上で
の課題についてのお話も伺うなど、貴重なお話を聞く
ことができました。
　今回学生たちが「海業」の取り組みについて議論す
るのは、沼津・戸田地域の調査以来2回目で、焼津も
水産庁の「海業の推進に取り組む地区」に採択され
たことで、お話を伺った２地域の特徴的な取り組みが
焼津において示唆的ではないかという印象を受けまし
た。南駿河湾漁協の皆様には貴重なお話を伺う機会を
いただき、感謝いたします。

　御前崎市
　11月初旬、御前崎市の特産品である「干し芋」について、
現地調査および関係者へインタビューを行いました。
　最初は斎藤農園の齋藤丈雄様に、干し芋についてイ
ンタビューを行いました。その後、畑にお邪魔させて
頂き、さつまいも掘りを体験しました。斎藤農園での
調査の様子は、ＮＨＫにも取り上げられ、当日放送さ
れました。  https://www3.nhk.or.jp/lnews/shizuoka/

 20241101/3030025996.html

　次に、御前崎市役所の村本薫様に、干し芋の歴史等
を教えて頂きました。またインタビューだけでなく、
御前崎市にある干し芋と関連した史跡等に出向き調査
も行いました。
　最後に、御前崎市長の下村勝様に、干し芋プロジェク
トに向けた思いや今後の展望等を語って頂きました。

　また、11月下旬には「第18回御前崎市大産業まつり」
に干し芋プロジェクトの一員として出店しました。学
生たちは、この日に向けて、御前崎市役所さんからお
借りした膨大な資料による文献調査と、上述したイン
タビュー調査を行い、4枚のポスターを作成しました。
　当日は、そのポスターの前に立ち、足を止めてくれ
たお客さんへ干し芋の魅力等を紹介しました。中には、
お客さんから御前崎市について教えて頂く場面もあ
り、とても良い時間を過ごすことができました。

各フィールドワークの取り組みの紹介

南駿河湾漁協の前で 地頭方漁港での取り組みのお話を伺う

南駿河湾漁協の前で

「干し芋」について、現地調査

下村御前崎市長にインタビューさせていただきました

当日のイベントの様子
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地域人材育成・プロジェクト部門の下半期事業報告

静岡大学創立60周年記念事業を継承した連携講座

地域課題解決支援プロジェクト 主催事業

回 開催日 タイトル 講師 参加者

1 10/29（火） 半導体入門（一般的な半導体の概要と特殊な特性の発現について） 立岡 浩一（静岡大学工学部・教授） 69

2 12/3（火） 観測から「気づき」を導くデータサイエンスの可能性 山本 泰生（静岡大学情報学部・准教授） （対面）57
（オンデマンド）41

3 12/17（火） 光を電気に変える半導体の仕組み 伊藤 哲（静岡大学工学部・准教授） 67

4 1/21（火） 電子・光・熱デバイスの動作を理解するための
半導体基礎物性 池田 浩也（静岡大学工学部・教授） 58

5 2/4（火） 半導体開発から応用 根尾 陽一郎（静岡大学工学部・教授） 55

２　静岡大学・中日新聞連携講座　半導体のこれまでとこれから

１　静岡大学・読売新聞連続市民講座 　「気候」を捉えなおす

■会　場：静岡大学浜松キャンパス附属図書館分館・学生支援棟（S-Port）3階大会議室
　　　　　第2回についてはオンデマンド配信を実施［配信期間 ：12/11（水）～2/4（火）］
■参加費：無料
■連携先：中日新聞東海本社

■会　場：あざれあ（静岡県男女共同参画センター）2階大会議室
■参加費：無料
■連携先：読売新聞東京本社静岡支局

回 開催日 タイトル 講師 参加者

1 7/6（土） 気候を学ぶ　ドイツの事例を踏まえて 山本 隆太（静岡大学地域創造教育センター・
准教授） 94

2 8/3（土） 気候変動とそれへの適応 川原 博満（静岡大学客員教授 / 環境省関東
地方環境事務所 地域適応推進専門官） 92

3 8/24（土） 野生生物から見た気候変動 伊藤 舜（静岡大学理学部・助教） 93

4 9/7（土） 中世ヨーロッパにおける気候と社会変動 藤井 真生（静岡大学人文社会科学部・教授） 89

5 9/28（土） 気候文学の可能性 小二田 誠二（静岡大学人文社会科学部・教授） 77

　東伊豆町フィールドワーク
・日時：2025年３月17日（月）～19日（水）
・プログラム
①3/17（月）午前
　東伊豆学生サミット
②3/17（月）午後～19（水）
　高校生と大学生の合同フィールドワーク
・参加者：成立学園高等学校（東京都）学生、静岡大
学地域創造学環学生

　静岡大学数理データサイエンス初級講座
　「データサイエンス・ＡＩの世界へのいざない」
　データサイエンスとＡＩについて、基本的な用語や
考え方、社会的応用の実例などを紹介する初級者向け
の講座を開講しました。
・開講期間：2024年10月15日（火）～2025年3月31日（月）
・受講形式：Googleクラスルームによる自習形式
・受講料：無料
・対象：一般市民　　　　　　・受講者数：131名
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　静岡大学オリジナル リカレント教育プログラム
「地域社会の未来をつくる思考法」
　事業や施策の姿を描き出す能力を身につけるべく、
目前の課題を地球環境や社会経済情勢などマクロな
因果関係のもとで把握していく「システム思考」と、
微細な観察による創発をもとに既存の思い込みを越
えたアイデアを生み出す「デザイン思考」の双方を学
ぶ講座を実施しました。
・日時：2024年12月22日（日）10:00～17:00

・会場：ITJ BASE Shuzenji

・講師：山本隆太（静岡大学地域創造教育センター・
准教授）、辻本侑生（静岡大学地域創造教育センター・
講師）、松薗美帆（ストラテジックデザイナー）

・プログラム：
［セッション1：座学］
システム思考・デザイン思考の概説、二つの思考法
を組み合わせることの意義
フィールドワークの説明とフィールドノートの書き方解説

［セッション2：フィールドワーク］
修善寺のまちをフィールドワーク

［セッション3：フィールドワーク結果の整理とディスカッション］
フィールドワークで得た情報を、システム思考・デ
ザイン思考を用いて整理・分析する

・参加費：無料　
・対象：静岡県内の企業・自治体・各種団体の職員等、
地域課題や社会課題に取り組む方

・参加者数：6名

　地域づくり人材研修事業「公民館主事等研修会」
　公民館活動を通じて社会教育・生涯学習事業を展開
している指導者への教育研究情報提供、大学とのネッ
トワークづくり、指導者の資質向上をはかり公民館等
の事業や活動を効果的に推進することを目的として、
静岡県教育委員会と連携し、公民館等の事業や活動に
関する研修会を開催しました。
・日時：2024年12月4日（火）10：00～16：10

・会場：静岡市興津生涯学習交流館
・プログラム：
［事例報告］令和5年度優良公民館表彰受賞館の取組
①「高部生涯学習交流館の事業紹介」
　報告者：高津戸 公弥子（清水区生涯学習交流館運
営協議会事業課主任）
②「「大里かるた」関連事業紹介」
　報告者：鈴木美也子（静岡市大里生涯学習センター長）

③「地域コミュニティの原点は楽しい時間を共有すること」
　報告者：野嶋京登（浜松市富塚協働センター主任）
［行政説明］
「学校・家庭・地域における連携協力体制の推進について」
説明者：風間 勉（静岡県教育委員会社会教育課地域
家庭班地域学校協働活動担当教育主査）

［講演・グループワーク］
①テーマ説明
　「地域コミュニティの基盤を支える社会教育の推進」
　説明者：原 悠介（静岡県教育委員会社会教育課地
域家庭班公民館担当主任）
②講演
　「自治の土壌を耕す社会教育－地域コミュニティの
基盤をつくる－」
　講師：牧野 篤（東京大学大学院教育学研究科・教授）
③グループワーク
　「若い世代が「つどう」「まなぶ」「むすぶ」公民館
を考えてみよう！」
　進行：原 悠介
・対象：公民館職員、市町生涯学習・社会教育関係職員、
市町地域振興関係職員、社会教育主事、大学生等

・参加者数：25名
・主催：静岡県教育委員会、静岡大学地域創造教育センター

　静岡大学×和歌山大学研究フォーラム
　「半島から拡がる可能性」　

　伊豆半島と紀伊半島で展開する大学と地域との連携
事例に学びながら、それらの取り組みが地域にどのよ
うな効果をもたらし、どのような可能性を有している
のかを議論する研究フォーラムを開催しました。
・日時：2025年2月27日（木）9:00～12:15

・会場：静岡大学静岡キャンパス農学総合棟201大講
義室とオンライン（Zoomウェビナー）の併用

・プログラム：
総合司会：辻本侑生（静岡大学地域創造教育センター・講師）
［報告］
①「未来社会デザイン機構の取り組みと今後の展開」
　報告者：塩尻信義（静岡大学理事、静岡大学未来社
会デザイン機構長）
②「わかやま地域連携プラットホーム構想で紀伊半島
の未来創造」
　報告者：本山 貢（和歌山大学長、和歌山大学紀伊
半島価値共創基幹長）
③「伊豆半島における大学の地域連携の実践と課題」
　報告者：内山智尋（静岡大学未来社会デザイン機構・講師）

共催事業
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　当センターには、「企画実施委員会」が組織されて
います。地域連携・課題解決に関する事項や全学公開
講座の企画・立案・実施に関する事項、その他大学開
放および地域人材育成に関する事項について検討して
います。今年度の委員は以下のとおりです。

水谷　洋一　地域創造教育センター長
山本　隆太　地域人材育成・プロジェクト部門長　
辻本　侑生　地域創造教育センター講師
横濱　竜也　人文社会科学部教授
渋江かさね　教育学部准教授
白井　靖人　情報学部教授
塚田　直史　理学部准教授
立岡　浩一　工学部教授

市原　実　　農学部准教授
江口　昌克　グローバル共創科学部教授
山本好比古　大学教育センター准教授
山口　典子　地域連携推進課長

2024年度企画実施委員会

④「大学と連携した小規模校における教育DXの活性
化」
　報告者：豊田充崇（和歌山大学教育学部・教授）
⑤「VUCA時代における半島地域の地方創生」
　報告者：深澤準弥（松崎町長）
⑥「紀美野町と和歌山大学の地域連携の現状」
　報告者：中西円香（紀美野町役場まちづくり課係長）、
北 裕子（小川地域棚田振興協議会長）

［パネルディスカッション］
パネリスト：内山智尋、豊田充崇、深澤準弥、中西円香、
北 裕子
コメンテーター：岸上光克（和歌山大学紀伊半島価値
共創基幹・教授）、阿部耕也（静岡大学地域創造教
育センター・特任教授）
司会：山本隆太（静岡大学地域創造教育センター・准
教授）

・参加費：無料
・対象：一般市民、大学関係者等
・参加数：会場30名、オンライン24名

　令和6年度 吉田町大学特別公開講座　
　「しずおか未来学～ＤＸ・宇宙・ＡＩを踏まえ

多様化する社会を考える～」
・日時：2025年1月17日（金）、1月31日（金）、
　　　   2月5日（水）　19:00～20:30

・会場：吉田町中央公民館
・プログラム

①1/17（金）
「電子の不思議 その不思議さが紡ぎだす半導体の世界」
講師：立岡浩一（静岡大学工学部・教授）
②1/31（金）
「静岡大学宇宙開発～研究室での衛星作り～」
講師：能見公博（静岡大学工学部・教授）
③2/5（水）
「ＡＩが隣にいる社会に向けて：意思疎通できる人
工物との関係」
講師：大本義正（静岡大学情報学部・准教授）

・受講料：各回700円（3回セット受講は2,000円）
・対象者：高校生以上の方
・受講者数：①21名、②22名、③16名
・主催：吉田町教育委員会

　市民開放授業は、静岡大学の学生が受講している正
規の科目の一部を一般市民の方に開放するものです。

2024年後学期の開講科目数・受講者数の状況は次の通
りです。

（3名は両キャンパスで受講のため、静岡・浜松それぞれでカウント）

　また、2025年度前学期事前説明会を開催します。
・日時：3月26日（水）14:00～15:30

・会場：［静岡キャンパス］事務局別館1A会議室
 ［浜松キャンパス］附属図書館分館・学生支援
棟（S-Port）3階大会議室
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